
平地地塊の基盤岩類の分布に就いて

　　　　　　　　　審言文献
く．1）　IIθve目y，G．and　R　ム。　PaI1θth，　“ム“I旺n口aI

　of　Radioactivity”t蝸n日1．by　R．W．L柵日㎝，2nd

　瓦dりOx｛o旭（1938）p．2ア5．

〈2）　Eng1θ正，C・，Phy日・Zoit目・6，（1905）；Z・anor＆

　Ohem．，53，（1gOア）p．1．

・（3）　Rohn，　J．工1oyd，　J．　Fr皿nklin1n日tit。．210，

　（1930）PP．4614π

j（4）lBθ11，K．G．，O1帥k　Gooam㎜㎜d　W．r．

　Wbitehe棚，lBu11．ムm．A目日㏄．Pet正。l．GeoI．，24，

　（1脚）PP平529－1脚・

・（5）Kyotoku　FUJI，Proo．Tokyo　Mathem－Phy日一

　S㏄り8，（1915）P．13．

〈6）三川逸郎，日本銭薬曾誌50，（1934）一P．663．

（7）中井敏夫，政11．O．S－J．，15，（1940）p．412；河

　出書房，化尊貴験學，第一都，地球化學，pp．111－112．

一（8）初田甚一郎，（未製表）

（9）　Vθm捌sky，V．，C．R．190，（1930）p．㌦172；W

　C』lopin丑nd　W　Vem乱d日ky，Z．皿1ekもrochem．，

38，（1932）P．527一

（1O）　二Behounek，且，S舳tho1量eエ，V．and　R　Ulrich，

　二Natu正e136，（1935）P．910．

（11）Nikitin，B。痂d　I⊥Kom1e近，O．R．，191，（1930）

P．325．

（12）Chlopin，W．㎜a　R　Nikitin，C，R．醐d．80i．

　τTSSR，A　＄93，　（1930）．

（13）　Che1・epe｛nikov，　ム．，　Tエan日．　G・eol．　Survθy

　（Leni皿g正緕d）No．4，（1928）．

（14）Robin，RL，“Thoriu㎎一X　Oonten七〇｛Water

fmm　Well　No－1in　Ukht乱0i1刑e1氏”丁正av．

　I皿st．et乱t　RaaiuI皿　（USSR），　2，（1933），　P・157一

（15）Kurbatov；I・D・，J．Phy日・Chem・，38，（1934），

P－521・

（16）．K．Krejoi・Graf，Radium　u皿d　Helium　in

　］≡nδ1日悦tten，Ztschr．　Petro1eu血i　（1932）’Nエ．14，

　S’2－4．

平地地塊の基盤岩類の分布に就いて

　　　　　　　　　　　　高　橋　英　太　郎★

O・th・Di目仇ib・ti㎝・fB…m・・tR・・k・・川・巾玲㎝g・・L乱醐舳k，

1（Ore乱、　By　珂it乱rδ　TAXAHA富1≡π

　　　　　　　　　　　（一）

　小藩教授の蓋馬裏地の西牟部を年北地塊という。即ち

平南一黄糎地向斜と鴨緑江との間の慶大な古期岩類の大

地塊セあってその東端は立岩致浸の威奥地方の片廊岩地

に及ぶ。（1）この地塊内には小林教授の内樋地域である厚

昌，江東，楚山の朝鮮，牛安爾系（里）を除くと他は殆ど始

生代の結晶片岩系と花樹片桐岩系の雨着よりなり・一僅か

に鵯織江畔に慈城，楚山，．清城顕（ヨ及び新義州4）の中生

層，並ヒ禿魯江，清川江に沿う江界，立館及ぴ新安川画

方の中生暦が見られ・更に沿海部に所ど群原系が残存す

る。叉後期の花樹岩類は各所で貫入している・

　昭和12年より18年に至る間，11回の長期旅行によっ

てこの触境内各触域の地質を調査し・既にぞg・斗部は20

高分1義州，㈹楚山（6〕の雨固幅として出版したオ㌦20萬

．分1江界，（6）昌城，（7）宣川，（8〕安川（O）に就いては鑑に出

版の機動を失った。現在筆者の手許に1ま調査當時の細か

い資料の持合せがないが，こ』にこの地塊の基盤岩類の

“山口大學文理尊部地學鼓室

全般に亙っての概要を述べ孔今自まで朝鮮の基盤岩類

に就いては地域鍾の細かい研究は各種論文，．5属分・｝一地

質圖に製表せられてあるギ，東西約240km，南北約200

km・の犬敏全鎧に就いての全般としての性質に就いて

は述べられた事はない，この慶域に就いては明治末年よ

り大正初期にかけて中村教授のしぱ〕ま踏査されたとこ

ろであるが，その結果は西南部め1部である朔州，亀城

方面（n〕に就いて蟄菱せられたにすぎない。

　　　　　　　　　　　（二）

　始生代の岩類は之を大別して古い方の結晶片岩釆と新

しい方の花嵩片師岩系とに分つ。このうち結晶片岩系は

主として西南部の義州都方面に廣域に分布し，．かつて島

村新兵篇學士によって牛安矛（？）として新躍r餐州続」（12）

の名縄を與へられたところであったが・筆者はその1部

と者へられた清城鎭より明瞭な大同フロラを嚢見すると

共にその部分を切りはなし，．残饒の大部分の地質は礎前

通りの結晶片岩系へ還元した。本結晶片岩系は岩質上，

下位より水豊潤盾，當坪油層，板幕洞暦，巣木洞盾の4
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属に分つだ。欝時は鮮内各地の結晶片岩系との対比に就

いては差しひかえておいたところであるが，噺家他の地

域，特に威鏡南北道の摩天崩系の調査が大野崎教授によ

って進行すると共に，之と比較すべきものであるとの確

信を得るに至った。榊こ水豊洞履及ぴ裳木洞盾の雨渚に

多量の苦茨岩・苦茨質石灰岩〔13）の來在することは之を

有力に物語っている。

　本精晶片岩は義州郡内に於て虞く分布しその走向束北

西南で東方に急斜しておるが，朔州郡に入るとその走向

を東西に鱒じ，弐で昌城，亀城雨郡境方面では大略西北

一東南の走向を示しつ㌧花樹片師岩系中に捕えられて幾

條となく配列する。その1部は昌城郡南部の新湊里黒鉛

錆山附近の．1：水場統となる。

　菱州郡の結晶片岩系はその東側の花開片師岩系とは菱

州国幅で示した如く断煽關係であるが，その西南端であ

る白馬山触域（14）では莫震の調査によって断層観係でな

く，・貫入し，注入片腕岩をへて漸次花樹岩質片師岩とな

ることが割り，且つ結晶片岩系の分布が先に固示したも

のよりも更に東方に及び，白馬山地の東まで到達してい

ることが判った二然しながら白馬山地域よりも東北の犬’

部分の馳域ではや忍り断層闘係であって，この結晶片岩

系と花樹片肺岩系との間の東北一西南の大観暦は，所謂

migmatite｛mntに生じ易い断層の例とて注目されよ

う。　migm就ite　fmntの断風まあまり知られていない

ことを重ねて記しておく。

　　　　　　　　　　　（皇）

　花樹片肺岩系は古期の花樹岩印ち中村教授の高勾麗花

開岩と，以古の水成岩類の混成した岩類であって，その

混成の程度によって各種の段階のものがある。一般に柘

榴石を，時に襲青石，石墨を含有することを特徴とし，

カリ長石が茨色を示すもので灰色片師岩とも云．まれる。

この触域には立岩教授の西湖澤片肺岩に當るものがある

かどうかに就いては鍋然としなかった。この片腕渚類を

細密に分類して地固．ヒに示すことは到底容易なことでな

く，島村寧士は天慶洞，永山市圖幅で之を試みられたが，

筆者の踏査によると之とても更に細かく行はへぱ際限の

ないものであることを知った。

　燃しながら年北地塊全域に且っての調査結果を概察サ

るに高勾麗花樹岩と以古の水成岩類との混在の程度には

地域によって可成りの相連があり，しかも之にある一定

め規則性勘ち粥状分布がみとめられて來た。之は一方之

箏の中に形成されている石墨鰯床の型式の馳城的な叢を

示す根本原因ともなっていることが判って來た。（15）扱ご

第」3　號

布を概論すれば弐の如くである。

工・厚昌郡江界郡東孚部では高勾麗花樹岩の部分産し

く多く，注入片腕岩の部分は少い。然かもこの花樹岩は

粗品乃至亘晶のものが多く，全くペグマタイト様を示す

ものである。かムる部分では片理構造を示すことなく叉

岩線状でもなく大地域を占めて露出している。

2．江界郡西半部，謂原郡，楚山郡，碧瀧郡ではやはり

下高勾麗花樹岩の方が注入片肺岩よりも多いが，こ土の

花樹岩は魍晶乃至亘晶のものは殆ど見られないで中粒以

下のものである。

3．楚山郡南牛部，裏山郡，昌城郡では高勾麗花樹岩と

注入片腕岩と相半し，花開岩は中粒以下である。更に時

時結晶片岩系を少量來み叉多量の晶質石茨着を來んでお

り，之にスカルン錨物と共に楚山式並に車嶺式の石墨鍍

床，或いは北鑓邑興台洞の燐灰石鍍床を形成している。

4・朔州郡，萎州郡より昌城郡南部，亀城郡へかけては

高勾麗花嵐岩よりも注入片肺岩が多く，更に多量の結晶

片岩系をそのま上ノトフペyタント英他の形式でつかま

えている。この地域には高勾麗花樹岩より襲レたペグマ

タイト豚，紅色1紫色の石英跣が貫入することが多い。

5。窪川郡，鐵山郡西部，宣川郡東牛部及南部（］6）には注

入片師岩が主であって高勾麗花嵩岩の方が少い。注入片

師岩中には石墨を遥岩鑛物として含有し龍川式石墨鑛床．

を作っているものがある。

＆　定州郡・亀城郡では高勾麗花嵐岩が注入片師岩より■

稲多い。

7・豊山郡の大部・宣川郡西半部は殆ど全く糧晶・亘晶

の高勾麗花筒岩よりなる。一之は従前あやまって後期の花

樹岩ξ者へられていたものであ乱之は片理構造を示さ

ず亘犬なカリ長石が目立つ。紅色，紫色の石英駄，．亘晶

の黒塞母をもつペグマタイトを多量に伴う。

　　　　　　　　　　　（図）

　以上　通電するに大約東北より西南へ向って漸次高勾

麗花樹岩の量を減じ注入片師岩，叉は結晶片岩釆を増大

して來ると共に，高勾麗花樹岩ム漸弐粗品，亘晶より中

粒へと製ってゆくが朔州郡菱州郡をこすと今までの逆の

順を示していることになる』元來花樹片師岩系を作った

高句露花樹岩は以古の水成岩類に封じて下部より貫入，

注入を打つたものである故，低地のもの程花嵐岩多く，

高馳のもの程注入片肺岩及結晶片岩系が多いはづであ・

る。このことはごく小地域に就いては正しかったのであ

るがこの大地塊全鵜に就いては全く遡であると元へよ

う。然かも金く逆であるというのではなく先にも述べた

こに本地塊の東北地域より西南地域にわたっての帯状分様に東北の最高の地域は高句渥花嵐岩多く且つ粗品乃至
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亘晶であるが漸亥酉南へ行くにつれて低地へ向い・注入

片桐岩，結晶片岩系をまして來るが朔州郡，義州郡をそ

の最央としてそれ以南の低地では逆の傾向を見せること

である。

　以．ヒの如き花嵩片師岩系の帯状分布は何に起因するの

であらうか・之は大地域地質．ヒの重大間題である・恐ら

くこのためには弐の幾つかの原因が者へられよ㌧

　1・地下のマグマ自饅の性質の地域差，即ち岩石屋の

　　眼本間題としてのマグマの問題へ爵する。

　2，m準I㎜tite形成の際の水成岩類の方の分布とか

　　構造とか性質とかに験する。

　3．地域全般として形成後の犬傾動，大儘曲を考へる

　　ことにより現在の削剥面について元來の深度差を識

　　明する。

　4．形成後の翻屠作用によって現在の削剥面について

　　元來の深度差を説明す乱　（花鵠片麻岩系中の断暦

　　の襲見は甚しく困難であって一般の馳質調査ではつ

　　かみ難いことが多い。）

之等のうち何れが原因であるかに就いては何とも云うこ

とが出來ない。箪なる表暦触質調査のみでは金く片付か

ぬ問題で，この爲には深部馳質學的材料を何らかの方法

でつかまえなくてはなるまい。
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tors including the writer. 

On tho Distribution of Basement Rocks 

of North Pyongan Land Block, Korea. 

By Eitar6 TAKAHASHI 

The western half of Kaima Plateau, Korea, so 

called by the late Pro[ B. Koto is here named 

North Pyongan Land Block. It lies between Yalu 

River and South Pyongan-Fanghae Geosyncline, 

occupying the large area of about 240 Km. in the 

East-West direction and neitrly 200 Km. in the 

North-South direction. The various districts of this 

block were surveyed by the writer during the 

period from 1937 to 1943. 

The Land Block under consideration is hugely 

composed of the Archeozoic granite ·gneiss system 

and the older crystalline schist system; the former 

is divided into the Kokulian granite and the in­

jection gneillS. The writer describeH in the present 

article the .zonal distribution of those systems and 

rocks, and discusses the cause of the distribution. 
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